
　ＧＷの喧騒が去り、萩の町がもとの静かな落ち着きを取り
戻す頃、まちじゅうが夏みかんの花の甘い香りに包まれ、一
年で最も過ごしやすく、萩に住んでいることの幸せを感じる
季節となります。
　昭和天皇が皇太子の時、大正 15 年 5 月に萩に行啓した際、

「この町には香水がまいてあるのか」と県知事に下問された
と言い伝えられています。夏みかんの実は、樹上で熟し酸味
が抜けて今が一番の食べ頃となります。

聞きかじり歴史散歩5「長州人の絆」
ズームアップ　倉重光宏（宇部市）
夢追人　吉賀　暁（萩市）
萩の元気企業探訪　長沢台生産組合「長萩和牛」
懐かしい店　やきとり五味鳥（萩市）
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P8
P9
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松
下
村
塾
の
塾
生
で
、
初
代
長
崎
造
船

局
長
と
し
て
日
本
の
造
船
の
発
展
に
貢
献

し
た
渡
辺
蒿こ

う
ぞ
う

蔵
の
旧
宅
（
江
向
）
の
整
備

が
３
月
に
完
了
し
、
４
月
か
ら
一
般
公
開

（
無
料
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

渡
辺
蒿
蔵
は
、
松
下
村
塾
で
学
ん
だ
後
、

藩
令
に
よ
り
米
英
に
留
学
し
造
船
学
を
学

び
ま
し
た
。
帰
国
後
は
工
部
省
に
入
り
長

崎
に
赴
任
し
ま
す
。
長
崎
で
は
造
船
事
業

の
近
代
化
に
つ
と
め
、
東
洋
一
と
う
た
わ

れ
た
立

た
て
が
み神

第
一
ド
ッ
ク
や
日
本
最
大
の
木

造
船
小こ

す
げ
ま
る

菅
丸
を
完
成
さ
せ
、
官
営
長
崎
造

船
局
（
現
在
の
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
）

の
初
代
局
長
に
就
任
す
る
な
ど
長
ら
く
日

本
の
造
船
界
等
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物

で
す
。

　

49
歳
で
退
職
し
萩
に
帰
郷
後
、
村
塾
生

と
し
て
97
歳
ま
で
と
最
も
長
生
き
し
、
松

下
村
塾
の
保
存
事
業
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
平
成
16
年
に
ご
子
孫
の
渡

辺
寛か

ん

さ
ん（
浦
安
市
在
住
）か
ら
建
物
と
土

地
の
一
部
の
寄
付（
土
地
の
一
部
は
購
入
）

を
受
け
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
屋
根
や
建

物
の
構
造
体
の
補
修
、
日
本
庭
園
の
整
備

の
ほ
か
、
ト
イ
レ
や
駐
輪
場
な
ど
の
整
備

も
行
い
ま
し
た
。
整
備
事
業
費
は
約
１
億

円
で
、
国
と
萩
市
が
各
１
／
２
を
負
担
。

　

旧
宅
内
で
は
、
長
崎
造
船
所
時
代
の
写

真
な
ど
を
展
示
し
、
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
江
向
案
内
所
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
推
進
課（
０
８
３
８
・
２
２
・
６
４
５
０
） 1843〜1939年

（天保14〜昭和14）

　

萩
市
で
は
、
萩
に
関
す
る
観
光
写
真

や
観
光
ガ
イ
ド
、
偉
人
の
情
報
や
昔
話

な
ど
を
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
高
機
能
携
帯
電
話
）、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

「
萩
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
公
開
を
４
月

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
「
萩
観
光
写
真
」
の
歴
史
カ

テ
ゴ
リ
か
ら
松
下
村
塾
の
写
真
を
選
ぶ

萩観光写真 城下町・萩城跡や食など約500点の写真
※ダウンロードできます。

萩観光
　　ガイド

城下町・松下村塾・地域エリアごとの地図
に観光スポットを表示し、施設の詳しい情
報や、現在地からの道順を表示

萩の人物 萩の偉人など103人のプロフィール

萩の動画 萩市を紹介した動画や、萩の歴史や文化の
講演・講義（20話）

HagiStory 萩のまちに昔から伝わる物語（28話）

萩のマップ 散策コースやおすすめスポットなど地図約60種類

と
、
場
所
が
地
図
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

「
萩
観
光
ガ
イ
ド
」
の
マ
ッ
プ
で
は
、

地
図
上
に
表
示
さ
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
解
説
を
読
む
こ
と
や
聞
く
こ
と
が
で

き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
現
在
位
置

か
ら
の
ル
ー
ト
検
索
も
で
き
ま
す
。

　

城
下
町
や
萩
城
跡
な
ど
の
景
観
写
真

の
ほ
か
、
萩
の
伝
統
工
芸
や
食
文
化
、

祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
施
設
な

ど
約
５
０
０
点
の
写
真
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー

で
き
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
田
松
陰
や
高
杉
晋
作
な
ど

の
維
新
の
志
士
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
・

軍
事
・
教
育
・
文
化
、
産
業
・
経
済
な

ど
の
各
分
野
で
活
躍
し
た
萩
出
身
の
偉

人
１
０
３
人
の
人
物
デ
ー
タ
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

「
萩
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
検
索
、
ま
た

は
萩
市
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
接

続

　橋本川河畔の旧宅の敷地内には、明治中期に建てら
れた主屋、茶室、土蔵が立ち並び、江向八丁筋に面し
て、江戸時代の遺構とみられる長屋門があります。

「明治12年（1879）に完成した
立神第一ドック」ドックの長さ
は130mで、当時は東洋最大

萩市観光ポータルサイト
右の「萩データベース」をクリック！

➡

松陰神社

萩博物館

萩データベースで公開している内容



2012年５月（第105号）3

　

山
口
県
や
県
内
の
各
市
町
、
観
光
関

係
者
な
ど
で
つ
く
る「
お
い
で
ま
せ
山
口

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
」
で

は
、
年
間
観
光
客
３
０
０
０
万
人
を
目

指
し
、「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
イ
ヤ
ー
観

光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
３
月
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
８
月
末
ま
で
続
き
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ひ
と
つ
の

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
！
長
州
博
」
で
は
、

歴
史
浪
漫
街
道
「
萩
往
還
」
に
ス
ポ
ッ

ト
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

藩
主
が
参
勤
交
代
の
時
に
通
っ
た

「
御お

な
り
み
ち

成
道
」
で
あ
り
、
志
士
た
ち
が
駆

け
抜
け
て
い
っ
た
街
道
「
萩
往
還
」。

史
跡
な
ど
が
数
多
く
残
る
萩
往
還
を
志

士
た
ち
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
語
り

部
と
一
緒
に
歩
い
て
、
歴
史
浪
漫
に

浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
ワ
ン
コ
イ

ン
（
５
０
０
円
）
で
参
加
で
き
る
ほ
か
、

通
行
鑑
札
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
お
得
な
宿

泊
プ
ラ
ン
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き　

９
月
30
日
（
日
）
ま
で
の
土
・

日
曜
日
、
祝
日
等　

午
後
１
時
〜
（
７

月
か
ら
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

４
コ
ー
ス

◦
さ
わ
や
か
萩
往
還
実
感
コ
ー
ス
▽
涙

松
跡
〜
明
木
市
（
萩
市
）
約
4.3
㎞

◦
一
升
谷
の
石
畳
コ
ー
ス
▽
佐
々
並
市

〜
明
木
市
（
萩
市
）
約
９
㎞

◦
一
の
坂
四
十
二
の
曲
が
り
コ
ー
ス
▽

天
花
坂
口（
山
口
市
）〜
国
境
の
碑（
萩

市
）
約
３
㎞

◦
三
田
尻
御
茶
屋
コ
ー
ス
▽
防
府
天
満

宮
〜
三
田
尻
御
舟
倉
跡（
防
府
市
）約
2.5

㎞各
コ
ー
ス
１
日
あ
た
り
30
人
ま
で
（
10

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
）

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

■
申
し
込
み

山
口
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内
や

ま
ぐ
ち
萩
往
還
語
り
部
の
会

０
８
３
・
９
２
０
・
３
３
２
３
（
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

　

山
口
県
か
ら
譲
渡
を
受
け
た
旧
21
世

紀
の
森
・
夏
木
原
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
を

改
修
し
、４
月
27
日
、交
流
施
設
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
萩
城
下
の
唐
樋
札
場

か
ら
三
田
尻
（
防
府
市
）
の
港
を
ほ
ぼ

直
線
で
結
ぶ
街
道
「
萩
往
還
」
約
53
㎞

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
志
向
の
高
ま
り
や
、
街
道
ウ
ォ

ー
ク
の
愛
好
者
も
増
え
て
い
る
中
、
歴

史
街
道
「
萩
往
還
」
を
歩
く
皆
さ
ん
が

休
憩
や
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
開
館
時
間
】　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
施
設
内
容
】　

▽
ロ
ッ
ジ　

無
料
休
憩

所
、宿
泊
室
（
48
人
、有
料
）、シ
ャ
ワ
ー

室
（
有
料
）
▽
テ
ン
ト
サ
イ
ト
（
有
料
）

▽
屋
外
公
衆
ト
イ
レ
▽
炊
飯
棟

■
問
い
合
わ
せ
　
萩
市
観
光
課
（
０
８

３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

萩往還が表紙の
パンフレット

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
と
新
し
い
出

発
の
季
節
。
卒
業
式
そ
し
て
続
く
入

学
式
、
入
社
式
。
新
入
生
は
桜
の
花

の
下
を
通
り
入
学
式
に
臨
ん
だ
も
の

だ
が
、
最
近
は
地
球
温
暖
化
の
影
響

か
ら
か
桜
は
３
月
中
に
咲
き
終
え
る

傾
向
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
本
年
は
４
月
９
日
の
小
中

学
校
の
入
学
式
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は

満
開
。
近
年
に
な
い
珍
し
い
こ
と
だ
。

弥
生
の
青
空
の
下
に
春
爛
漫
、
桜
花

爛
漫
、
百
花
繚
乱
、
文
字
通
り
春
た

け
な
わ
の
中
で
の
入
学
式
。
振
り
返

る
と
本
年
は
梅
も
２
週
間
余
り
開
花

が
遅
れ
た
も
の
の
、
笠
屋
の
梅
林
園

の
梅
も
見
事
に
咲
き
揃
い
ハ
ク
モ
ク

レ
ン
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
と
続
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
花
々
の
咲
き
誇
る
故

郷
萩
を
出
立
し
て
行
く
。
バ
ス
セ
ン

タ
ー
や
新
幹
線
口
で
家
族
と
の
別
れ

の
シ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る
。
進
学
や

就
職
の
た
め
に
高
校
卒
業
生
の
約
９

割
が
萩
の
地
を
離
れ
る
。
学
業
を

終
え
、
職
業
経
験
を
も
っ
て
一
人
で

も
多
く
の
若
者
に
帰
省
し
て
欲
し
い
。

萩
は
今
、若
い
力
を
必
要
と
し
て
い
る
。

萩
市
長　

野
村
興
兒

▽
市
長
コ
ラ
ム
は
、
萩
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ 

≫ 
市
長
室 

≫ 

市
長
コ
ラ

ム
に
毎
月
１
回
（
15
日
）
更
新
さ
れ

ま
す
。

　

地
方
経
済
が
低
迷
す
る
中
、
萩
市

で
は
、
新
た
な
起
業
や
地
場
事
業
の

振
興
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
萩

で
働
き
、
暮
ら
し
た
く
て
も
就
職
機

会
が
少
な
い
た
め
、
若
者
が
萩
の
地

を
離
れ
ざ
る
を
得
ず
、
人
口
減
少
に

よ
る
過
疎
化
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
小

郡
・
萩
地
域
高
規
格
道
路
（
美
東
ー

絵
堂
）
お
よ
び
山
陰
道
（
三
隅
ー
椿
）

の
開
通
に
よ
り
萩
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
改
善
さ
れ
、
一
方
、
企
業
に
お
い

て
は
、
自
然
災
害
対
策
と
し
て
の
リ

ス
ク
配
分
か
ら
工
場
等
の
再
配
置
の

動
き
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

萩
市
に
お
い
て
も
、
今
年
４
月

に
「
経
済
再
生
・
企
業
誘
致
推
進
課
」

を
新
設
し
、
改
め
て
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
分
野
で
の

情
報
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
萩
市

と
ゆ
か
り
の
あ
る
経
営
者
の
方
、
事

業
所
の
移
転
を
検
討
し
て
い
る
企
業

な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
先

萩
市
経
済
再
生
・
企
業
誘
致
推
進
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
１
）

３月24日、「萩往還ワンデーウオーク
2012」が開催され約1300人が参加

宿泊室（中央）と無料休憩所（奥側）
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に
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
広
澤
の
三
男
金

次
郎
の
夫
人
は
、
山
尾
庸
三
の
次
女
千

代
で
、
千
代
が
明
治
37
年
に
亡
く
な
っ

た
た
め
、
五
女
の
亀
子
が
後
妻
に
入
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
金
次
郎
夫
妻
の
孫

真
信
の
夫
人
は
藩
主
毛
利
家
の
毛
利
元

道
の
娘
妙
子
で
す
。
整
理
し
ま
す
と
、

山
尾
の
長
女
は
木
戸
家
に
、
次
女
と
五

女
は
広
澤
家
に
嫁か

し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

伊
藤
博ひ

ろ
ぶ
み

文（
１
８
４
１
〜
１
９
０
９
）

は
内
閣
制
度
を
創
設
し
初
代
内
閣
総
理

大
臣
を
務
め
国
政
を
牽
引
し
晩
年
は
枢

密
院
議
長
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
伊

藤
は
、
盟
友
井
上
馨か

お
る（
１
８
３
５
〜

１
９
１
５
）
の
甥
博
邦
と
夫
人
梅
子
の

甥
文
吉
を
養
子
に
し
、
長
女
生
子
は
末

松
謙
澄
に
嫁
し
て
い
ま
す
。
文
吉
の
夫

人
は
三
度
総
理
大
臣
を
務
め
た
桂
太
郎

（
１
８
４
７
〜
１
９
１
３
）
の
四
女
寿

満
子
で
す
。

　

末
松
謙の

り
ず
み
澄（
１
８
５
５
〜
１
９
２
０
）

は
、
英
国
留
学
か
ら
帰
朝
し
て
官
に
出

仕
、
法
制
局
長
官
な
ど
を
経
て
伊
藤
内

閣
の
逓
信
、
内
務
大
臣
な
ど
を
務
め
た

の
ち
枢
密
顧
問
官
に
就
き
ま
し
た
。
彼

聞きかじり歴史散歩 ５
　

萩
に
住
ん
で
、“
幕
末
維
新
”
が
ご

く
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
に
は
驚
い
て
い
ま
す
。
書
籍
や
知
友

の
話
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
小
さ
な
史
実

に
は
、
時
代
を
物
語
る
多
く
の
事
柄
が

あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
維
新
前
後
に
活
躍
し
た
人
た

ち
の
姻
戚
関
係
を
垣
間
見
る
に
つ
け
、

そ
こ
に
は
時
代
を
共
に
生
き
た
彼
ら
の

親
交
の
深
さ
や
絆
、
家
門
の
繁
栄
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
表
現
さ
れ

て
い
て
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
と
並
ぶ

「
維
新
の
三
傑
」
の
一
人
木
戸
孝た

か
よ
し允

（
１
８
３
３
〜
77
）
は
、
新
政
府
の
基

礎
を
固
め
参
議
、
内
閣
顧
問
な
ど
の
要

職
に
あ
っ
て
日
本
の
近
代
化
を
主
導
し

ま
し
た
が
、
45
歳
の
若
さ
で
病
に
倒
れ

ま
す
。
没
後
木
戸
家
は
、
孝
允
の
盟
友

で
実
妹
ハ
ル
の
夫
で
も
あ
っ
た
来く
る
は
ら原

良り
ょ
う
ぞ
う

蔵
（
１
８
２
９
〜
62
）
の
次
男
正

二
郎
を
養
子
に
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

７
年
後
に
正
二
郎
が
亡
く
な
っ
た
た

め
、
木
戸
家
は
孝
允
の
長
女
好
子
の
婿

に
亡
く
な
っ
た
正
二
郎
の
実
兄
で
良
蔵

の
長
男
孝
正
を
迎
え
ま
す
。
来
原
良
蔵

の
こ
と
は
余
り
語
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
吉

田
松
陰
の
東
北
行
や
下
田
踏
海
を
支
援

し
、
長
井
雅う

た楽
の
公
武
合
体
論
を
支
持

し
て
活
動
し
、
長
井
雅
楽
が
失
脚
す
る

と
、
自
ら
も
江
戸
藩
邸
で
割
腹
し
て
果

て
た
男
気
の
武
士
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
木
戸
家
で
は
、
今
度
は

長
女
好
子
が
明
治
20
年
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
孝
正
は
後
妻
に
伊
藤
博

文
ら
と
英
国
に
密
航
留
学
し
た
い
わ
ゆ

る
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
一
人
山
尾
庸よ

う
ぞ
う三

（
１
８
３
７
〜
１
９
１
９
）
の
長
女
寿

栄
子
を
迎
え
ま
し
た
。
木
戸
孝
正
は
、

そ
の
後
東
宮
侍
従
長
や
宮
中
顧
問
官
を

勤
め
ま
し
た
。

　

孝
正
の
長
男
木
戸
幸こ

う
い
ち一（

１
８
８
９

〜
１
９
７
７
）
は
、
農
商
務
官
僚
と
し

て
出
仕
、
近
衛
文
麿
と
の
親
交
が
縁
で

文
部
や
厚
生
大
臣
を
務
め
、
や
が
て
内

大
臣
と
し
て
活
躍
、
昭
和
天
皇
の
側
近

と
し
て
宮
中
政
治
に
関
与
し
て
昭
和
の

時
代
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。
木
戸
幸
一

は
（
来
原
）
孝
正
と
（
山
尾
）
寿
栄
子

の
長
男
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
木
戸
幸
一
自
身
は
、
陸
軍
大
将
児

玉
源
太
郎
（
１
８
５
２
〜
１
９
０
６
）

の
四
女
ツ
ル
を
娶め
と

っ
て
い
ま
す
。

　

児
玉
源
太
郎
は
、
徳
山
藩
士
で
維
新

政
府
で
は
陸
軍
に
入
り
、
伊
藤
内
閣
、

桂
内
閣
で
陸
軍
大
臣
を
務
め
ま
し
た
。

日
露
戦
争
前
夜
、
内
外
の
情
勢
か
ら
主

戦
論
の
立
場
で
寺
内
陸
相
と
と
も
に
時

の
桂
首
相
に
戦
争
準
備
の
着
手
を
決
断

さ
せ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
開

戦
後
は
、
満
州
軍
総
参
謀
長
と
し
て
精

励
し
た
ほ
か
、
広
い
視
野
で
日
露
戦
争

後
の
あ
り
方
と
り
わ
け
満
州
経
営
の
展

望
を
示
し
ま
し
た
が
、
志
半
ば
55
歳
で

急
逝
し
ま
し
た
。

　

児
玉
源
太
郎
の
長
男
秀
雄
（
１
８
７

６
〜
１
９
４
７
）
は
逓
信
、
国
務
、
文

部
な
ど
各
大
臣
を
務
め
、
夫
人
は
総
理

大
臣
を
務
め
た
寺
内
正ま

さ
た
け
毅
（
１
８
５
２

〜
１
９
１
９
）
の
長
女
サ
ワ
で
す
。
児

玉
の
四
男
常
雄
の
夫
人
は
木
戸
幸
一
の

実
妹
八
重
子
で
す
。

　

広
ひ
ろ
ざ
わ澤

真さ
ね
お
み

臣
（
１
８
３
４
〜
71
）
は
、

幕
末
国
事
に
奔
走
、
王
政
復
古
に
功
が

あ
り
、
木
戸
孝
允
と
並
ぶ
実
力
者
と
し

て
新
政
府
で
は
参
議
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
が
、
志
半
ば
の
39
歳
の
と
き
刺
客

は
、
小
倉
藩
士
で
す
が
、
そ
の
才
能
と

人
格
か
ら
高
橋
是
清
、
山
県
有
朋
、
伊

藤
博
文
ら
の
知
遇
を
得
て
大
成
し
た
人

で
、
と
り
わ
け
伊
藤
博
文
の
信
頼
は
厚

く
、
結
果
長
女
の
婿
に
な
っ
て
長
州
人

脈
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
後
年
、
明
治

維
新
史
の
重
要
資
料
と
な
っ
た
『
防
長

回
天
史
』
の
編
纂
主
査
を
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

伊
藤
博
文
の
盟
友
井
上
馨
の
長
女
千

代
子
に
桂
太
郎
の
次
男
三
郎
が
婿
入
り

し
て
い
ま
す
。
桂
太
郎
の
夫
人
は
井
上

馨
の
養
女
可
那
子
で
両
家
の
親
密
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

井
上
馨
は
、
維
新
後
、
条
約
改
正
の

た
め
欧
化
政
策
を
推
進
し
、
鹿
鳴
館
時

代
を
現
出
し
ま
し
た
。
初
代
外
務
大
臣

で
、
そ
の
後
も
農
商
務
、
大
蔵
大
臣
を

務
め
ま
し
た
。

　

楫か
と
り取
素も

と
ひ
こ
彦（
１
８
２
９
〜
１
９
１
２
）

は
初
代
群
馬
県
令
や
貴
族
院
議
員
、
宮

中
顧
問
官
を
勤
め
ま
し
た
。
群
馬
県
令

の
と
き
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た
こ
と

か
ら
、
今
で
も
群
馬
県
か
ら
萩
市
に
顕

彰
・
観
光
団
が
訪
れ
ま
す
。
楫
取
の
夫

人
は
、
杉
百
合
之
助
の
二
女
久
子
、
久

子
が
な
く
な
っ
た
後
三
女
の
美
和
子
が

嫁
し
ま
し
た
。
と
も
に
維
新
回
天
を
主

導
し
た
吉
田
松
陰
（
１
８
３
０
〜
59
）

の
実
妹
で
す
。

　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
一
人
で
鉄
道
の
父

と
い
わ
れ
た
井
上
勝
（
１
８
４
３
〜

１
９
１
０
）
は
、
三
女
辰
子
を
薩
摩
藩

木戸 孝允
（桂小五郎）維新の三傑

伊藤 博文
初代内閣総理大臣
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出
身
で
二
度
総
理
を
務
め
た
重
鎮
松
方

正
義
の
九
男
義
輔
に
嫁
が
せ
て
い
ま
す
。

　

激
動
の
時
代
を
同
じ
方
向
に
向
っ
て

全
力
疾
走
し
、
生
き
抜
き
ま
た
は
斃た

お

れ

た
同
郷
の
人
々
の
絆
は
、
苦
難
と
喜
び

を
共
有
し
た
だ
け
に
、
血
縁
以
上
の
深

さ
と
重
み
を
共
感
さ
せ
た
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
視
点
の
違
う
婚
姻
も
見
ら
れ
ま

す
。

　

山
田
顕あ

き
よ
し義（
１
８
４
４
〜
92
）
は
、

幕
末
、
戊
辰
戦
争
や
箱
館
鎮
戦
争
な
ど

で
活
躍
し
、
明
治
12
年
参
議
と
な
り
、

さ
ら
に
司
法
卿
な
ど
を
歴
任
し
、
明
治

18
年
伊
藤
博
文
が
内
閣
制
度
を
発
足
さ

せ
て
初
代
総
理
大
臣
と
し
て
組
閣
す
る

と
、
司
法
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま

た
彼
は
、
法
治
国
家
を
目
指
し
て
日
本

大
学
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

山
田
顕
義
が
没
す
る
と
、
家
族
は
、

顕
義
の
実
弟
繁
栄
の
長
男
久
雄
を
養
子

に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
久
雄
が
４
年

後
、
24
歳
で
早
世
し
た
た
め
、
久
雄
の

父
で
顕
義
の
実
弟
繁
栄
を
養よ

う
し
し

嗣
子
に
し

ま
し
た
。
繁
栄
も
９
年
後
の
明
治
39
年
、

59
歳
で
死
去
し
た
た
め
、
山
田
家
は
、

顕
義
の
長
女
ム
メ（
梅
）と
旧
会
津
藩
主

松
平
容か
た
も
り
保（
１
８
３
５
〜
93
）の
三
男
英

夫
を
選
定
家
督
相
続
人
に
迎
え
ま
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
の
記
憶
も
ま
だ
生
々
し
い

明
治
40
年
に
長
州
人
と
会
津
人
の
婚
姻

が
成
立
し
た
わ
け
で
、
そ
れ
自
体
画
期

的
な
出
来
事
で
し
た
。
こ
の
婚
姻
が
ど

う
い
う
経
緯
で
成
っ
た
の
か
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
説
は
二
つ
あ
っ
て
、

会
津
藩
の
家
老
職
で
維
新
後
は
軍
人
、

貴
族
院
議
員
を
務
め
た
山
川
健
次
郎
の

兄
浩
が
関
わ
っ
た
と
い
う
話
。
も
う
一

つ
は
、
乃
木
希ま

れ
す
け

典
が
間
に
入
っ
た
と
い

う
話
。

　

山
川
健け

ん
じ
ろ
う

次
郎（
１
８
５
４
〜
１
９
３

１
）は
、
秋
月
悌
次
郎
や
前
原
一
誠
、

前
原
の
副
官
奥
平
謙
輔
の
支
援
で
海
外

留
学
の
機
会
を
得
、
日
本
で
初
め
て
の

理
学
博
士
と
な
り
九
州
大
学
、
京
都
大

学
、
東
京
大
学
の
総
長
を
務
め
た
逸
材

で
す
。

　

更
に
面
白
い
の
は
、
山
田
英
夫
の
長

女
千
代
は
あ
の
薩
摩
治
郎
八
の
夫
人
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

薩
摩
治じ

ろ
は
ち

郎
八（
１
９
０
１
〜
76
）は
、

ご
存
知
の
通
り
、
日
本
橋
の
木
綿
王
の

家
に
生
ま
れ
、
英
国
留
学
の
後
パ
リ
に

移
り
、
社
交
界
に
名
を
轟
か
せ
“
バ
ロ

ン
薩
摩
”
と
呼
ば
れ
持
て
は
や
さ
れ
ま

し
た
。
藤
田
嗣
治
ら
芸
術
家
を
支
援
し
、

パ
リ
の
日
本
館
を
自
費
で
建
設
・
提
供

す
る
な
ど
の
功
績
が
あ
り
ま
す
。
が
、

桁
違
い
の
費
消
家
で
、
在
仏
10
年
間
に

当
時
の
金
額
で
数
百
億
円
を
使
い
切
っ

た
と
い
い
ま
す
か
ら
驚
き
で
す
。
千
代

夫
人
も
ま
た
薩
摩
に
従
っ
た
と
い
い
ま

す
。
京
都
守
護
職
と
長
州
藩
士
の
孫
娘

が
、
パ
リ
の
社
交
界
を
夫
と
仲
良
く
楽

し
ん
で
い
た
様
を
想
像
す
る
の
も
愉
快

な
こ
と
で
す
。　

　

こ
れ
ら
を
直
系
だ
け
で
な
く
一
族
に

広
げ
る
と
収
拾
が
つ
か
な
い
ほ
ど
重
層

的
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
医
学
者
で

政
治
家
の
山
根
正
次
家
と
採
鉱
冶
金
学

の
先
覚
者
都
野
豊
之
進
家
、
砲
術
家
で

芸
術
家
の
小
野
為
八
家
等
々
。

　

こ
う
し
て
表
面
的
な
系
譜
を
辿
る
だ

け
で
も
、
長
州
の
人
々
の
深
い
つ
な
が

り
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

幕
末
維
新
の
激
動
の
時
代
、
藩
士
も

中ち
ゅ
う
げ
ん

間
も
生
死
を
か
け
て
変
革
の
た
め

に
戦
い
、
維
新
後
は
、
制
度
の
創
出
と

安
定
の
た
め
鋭
意
働
き
、
そ
の
結
果
得

た
果
実
と
名
誉
と
家
門
の
正
統
性
を
守

り
た
い
と
考
え
る
の
は
理
解
で
き
ま
す
。

正
当
に
評
価
し
て
く
れ
、
安
心
し
て
伝

え
て
い
け
る
の
は
、
や
は
り
、
同
じ
長

州
と
い
う
空
気
の
中
で
育
ち
、
共
通
の

知
友
が
見
守
る
郷
土
人
脈
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

（
高
木
正ま

さ
の
り

熙　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

参
考
―
―
『
萩
藩
諸
家
系
譜
』
岡
部
忠

夫
（
琵
琶
書
房
）、『
日
本
の
上
流
社
会

と
閨
閥
』
早
川
隆
（
角
川
書
店
）、『
華

族
家
系
大
成
』
霞
会
館
（
吉
川
弘
文
館
）、

『
幕
末
維
新
人
名
辞
典
』
奈
良
本
辰
也

（
学
芸
書
林
）

阿武町　

阿
武
町
福
賀
地
区
野
沢
に
あ
り
、

佐
々
木
小
次
郎
の
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
墓
で
４
月
13
日
、
佐
々
木
小

次
郎
供
養
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

巌
流
島
の
決
闘
で
小
次
郎
が
宮
本

武
蔵
に
敗
れ
た
と
さ
れ
る
１
６
１
２

年
（
慶
長
17
年
）
４
月
13
日
か
ら

４
０
０
年
の
節
目
。
自
称
佐
々
木
小

次
郎
の
末ま

つ

裔え
い

で
、
墓
地
の
保
存
を

行
っ
て
い
る
佐
々
木
小
次
郎
慕も

こ古
の

会
副
会
長
の
佐
々
木
富
士
夫
さ
ん

（
福
田
下
）
は
、「
全
国
唯
一
の
遺
産

で
あ
り
、
歴
史
あ
る
墓
が
地
元
に
あ

る
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
次
郎
墓
の
麓
に
広
が
る
農
地

を
管
理
す
る
農
事
組
合
法
人
福
の

里
で
は
、
４
０
０
周
年
を
機
に
、

１
７
６
万
の
事
業
費
で
、
墓
地
ま
で

の
登
山
道
の
整
備
と
擬ぎ

ぼ
く木
の
階
段
や

手
す
り
を
設
置
し
ま
し
た
。

厳かに行われた供養祭

墓の裏面には「佐々木
古志らう」の文字

　

阿
武
町
大
字
福
田
下
、
小
字
を
小

沢
津
と
い
い
、
そ
の
山
あ
い
に
慶
長

年
間
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
真
言

宗
・
正
法
寺
と
い
う
古
寺
が
あ
り
ま

し
た
。

　

巌
流
島
の
決
闘
で
敗
れ
た
佐
々
木

小
次
郎
の
妻
ユ
キ
は
キ
リ
シ
タ
ン
の

信
者
で
し
た
。
当
時
懐
妊
中
の
ユ
キ

は
、
小
次
郎
の
遺
髪
を
抱
き
、
折
柄

厳
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
令
に
よ
り

山
陰
の
地
に
安
全
な
居
場
所
を
求
め
、

こ
の
地
の
正
法
寺
に
身
を
寄
せ
、
尼

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
小
次
郎
の

冥
福
を
祈
り
菩
提
を
弔
う
た
め
墓
を

建
て
、
そ
の
す
ぐ
下
の
お
堂
で
一
生

を
終
え
た
と
い
い
ま
す
。

　

我
が
子
に
対
す
る
因
果
応
報
の
絆

を
断
ち
切
る
た
め
に
、
小
次
郎
の
名

を
「
古
志
ら
う
」
と
変
え
て
墓
に
記

し
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
こ
こ

に
は
小
次
郎
の
墓
と
並
ん
で
佐
々
木

姓
の
墓
が
多
く
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

阿
武
町
役
場
福
賀

支
所（
０
８
３
８
８
・
５
・
０
２
２
１
）

山田 顕義
初代司法大臣、日大の学祖
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タ
ー
」
と
名
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）、
太
陽

電
池
、
ナ
ノ
（
１
０
０
０
分
の
１
ミ
ク

ロ
ン
）
粒
子
応
用
部
材
な
ど
に
関
連
し

た
省
エ
ネ
省
資
源
部
材
に
関
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

幸
い
、
一
部
な
が
ら
、
雇
用
創
出
等

地
域
に
新
た
な
経
済
効
果
を
生
み
出
せ

る
成
果
が
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

　

萩
の
実
家
は
、
勉
強
部
屋
か
ら
松
下

村
塾
が
丸
見
え
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
今

も
兄
夫
婦
が
守
っ
て
い
ま
す
。
幼
少
の

時
代
、
吉
田
松
陰
を
祭
っ
た
松
陰
神
社

は
格
好
の
遊
び
場
で
あ
り
、
塾
生
名
士

の
写
真
が
飾
ら
れ
た
松
下
村
塾
塾
生
控

え
室
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

宮
司
か
ら
よ
く
怒
ら
れ
た
も
の
で
す
。

近
く
に
は
、
伊
藤
博
文
の
旧
宅
、
吉
田

松
陰
の
誕
生
地
な
ど
、
松
下
村
塾
ゆ
か

り
の
観
光
名
所
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

大
卒
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
就
職
し
て
か
ら

の
40
数
年
間（
１
９
６
５
〜
２
０
０
９
）

ず
っ
と
東
京
暮
ら
し
、「
萩
」
の
出
身

と
言
う
と
「
あ
ゝ
、
維
新
の
ふ
る
さ
と

で
す
ね
」
と
い
つ
も
う
ら
や
ま
し
が
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
の
思
い
出
は
、
な
ん
と

言
っ
て
も
市
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
た

運
動
会
の
仮
装
大
会
。私
の
属
し
た「
中

隊
」
は
“
あ
あ
大
阪
城
”
と
題
し
て
大

阪
城
落
城
を
演
じ
、三
橋
三
智
也
の「
あ

　

日
本
を
代
表
す
る
テ
レ
ビ
メ
ー
カ
３

社
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、ソ
ニ
ー
、シ
ャ
ー

プ
）
の
社
長
が
今
春
こ
ぞ
っ
て
交
代
し

ま
し
た
。
大
赤
字
の
責
任
を
と
っ
て
の

こ
と
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
元
は

と
言
え
ば
経
済
や
モ
ノ
づ
く
り
の
国
境

が
な
く
な
る
な
ど
、
環
境
が
一
変
し
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
は
特
許
の
取
得
で
は

世
界
一
を
キ
ー
プ
す
る
な
ど
今
な
お
技

術
は
世
界
ト
ッ
プ
の
座
に
あ
り
ま
す
が
、

何
故
か
ビ
ジ
ネ
ス
で
負
け
る
と
い
う
流

れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

“
技わ

ざ

で
勝
っ
て
勝
負
で
負
け
る
”
と
い

う
悪
い
流
れ
で
す
。

　

私
は
、
か
つ
て
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
在
職
時

代
）
世
界
の
仲
間
を
束
ね
、
ブ
ラ
ウ
ン

管
テ
レ
ビ
を
大
画
面
薄
型
テ
レ
ビ
に
変

え
る
開
発
を
成
功
さ
せ
、
そ
の
後
企
業

に
移
り
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
家
庭
で
も
大
迫
力
の
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
番
組
が
手
頃
に
楽
し
め
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成

功
体
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
が
縁
で
山
口
県
に
招
聘
さ
れ
、

産
学
官（
産
業
界
と
大
学
と
公
的
機
関
）

を
束
ね
て
、
大
学
等
の
技
術
の
種
か
ら
、

新
事
業
を
創
り
出
し
て
い
く
地
域
発
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
役
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
「
や
ま
ぐ
ち
グ
リ
ー
ン
部
材
ク
ラ
ス

山
口
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

地
方
独
立
行
政
法
人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
萩
市
出
身
、宇
部
市
在
住
、

萩
高
校
昭
和
36
年
卒
13
期
、69
歳
）

あ
大
阪
城
」
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
張
り
子
の
城

に
火
を
か
け
、
観
客
の
涙
を
誘
っ
た
こ

と
。

　

２
０
０
９
年
、
山
口
県
か
ら
“
人
生

最
後
は
故
郷
の
た
め
に
”
と
扇
動
さ
れ
、

そ
の
気
に
な
っ
て
東
京
生
ま
れ
、
東
京

育
ち
の
妻
を
連
れ
て
宇
部
市
に
引
っ
越

し
ま
し
た
。
人
生
最
後
の
“
あ
と
ひ
と

頑
張
り
”
中
で
す
。

倉く
ら
し
げ重  

光み
つ
ひ
ろ宏

さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

世界初の PDP カラオケ
（１９９５年５月）

“歌手”は筆者

　

１
９
４
２（
昭
和
17
）年
生
ま
れ
。

椿
東
小
学
校
、
福
賀
中
学
校
、
萩

高
を
経
て
、
九
州
大
学
卒
業
、
工

学
博
士
。

　

１
９
６
５（
昭
和
40
）〜
99（
平

成
11
）年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
こ
の
間
主
に

放
送
技
術
研
究
所
で
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
の
研
究
に
従
事
。
物
性
素
子
研

究
部
長
、
イ
メ
ー
ジ
デ
バ
イ
ス
研

究
部
長
を
経
て
、
94
年
㈶
Ｎ
Ｈ

Ｋ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
に
出
向
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
用

Ｐ
Ｄ
Ｐ
開
発
協
議
会
事
務
局
長
。

２
０
０
０
〜
07
年
、
松
下
電
器
産

業（
株
）顧
問
、
09
年
４
月
よ
り
現

職
。

　

現
在
、
高
知
工
科
大
学
客
員
教

授
、
大
阪
電
気
通
信
大
学
客
員
教

授
を
兼
務
。
主
な
著
書
：「
衝
撃
！

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
は
社
会
を
変
え

る
」（
実
業
之
日
本
）、「
ア
フ
タ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
戦
略
」（
白
桃
書
房
）。
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文
政
９
年
（
１
８
２
６
年
）
か
ら
の

歴
史
を
誇
る
萩
焼
窯
元
・
泉

せ
ん
り
ゅ
う
ざ
ん

流
山
の
長

子
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
金
属
造
形
家

の
道
を
歩
み
な
が
ら
、
窯
元
の
陶
工
と

し
て
勤
め
、
は
た
ま
た
萩
の
活
性
化
の

た
め
、
市
内
企
業
や
団
体
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
、
幅
広
く
地
域
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
を
し
て
い
る
吉
賀
暁
さ
ん

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

歴
史
の
古
い
窯
元
の
本
家
長
男
と
し

て
生
ま
れ
、
ま
し
て
や
祖
父
は
偉
大
な

吉
賀
大た

い
び眉

。
従
兄
妹
の
中
で
も
最
年
長

で
し
た
の
で
長
男
中
の
ド
長
男
。
物
心

つ
く
こ
ろ
に
は
、
周
囲
か
ら
期
待
を
受

け
る
、
受
け
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
多

か
れ
少
な
か
れ
家
を
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
は
い
ま
し
た
。
将
来

と
帰
郷
し
て
き
ま
す
。

　

14
年
ぶ
り
に
地
元
で
の
生
活
を
始
め

る
と
、
景
気
の
悪
さ
に
驚
か
さ
れ
愕が
く
ぜ
ん然

と
し
ま
し
た
。
観
光
客
は
目
に
見
え
て

少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、
も
ち
ろ

ん
観
光
客
の
数
に
直
結
す
る
萩
焼
の
売

り
上
げ
も
年
々
下
降
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
マ
ズ
イ
、
自
分
の
力
で

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

制
作
し
た
の
が
泉
流
山
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）
で
す
。

　

し
か
し
、
作
っ
て
み
た
も
の
の
、
売

り
上
げ
に
大
し
て
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
何
故
そ
う
な
の
か
と
考
え

模
索
し
て
い
く
う
ち
に
、
一
つ
の
事
に

気
付
き
ま
す
。「
萩
に
あ
る
各
事
業
所

の
Ｈ
Ｐ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
欲
し
い
情
報

を
入
手
し
や
す
い
体
系
的
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
が

構
築
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
事
で
す
。

何
も
な
い
土
地
に
店
を
一
つ
構
え
た
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
つ
な
が
る
道
が

な
け
れ
ば
、
お
客
が
来
店
す
る
こ
と
も

な
い
で
す
し
、
道
が
あ
っ
た
と
し
て
も

１
店
舗
し
か
な
い
土
地
に
観
光
客
が
多

く
足
を
運
ぶ
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
は

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境
も
必
要
で
す

し
、
観
光
客
を
満
足
さ
せ
る
多
く
の
要

素
が
必
要
だ
と
い
う
事
で
す
。

　

そ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
も
同
じ

で
、「
萩
」
の
注
目
度
を
上
げ
る
に
は
、

萩
に
関
す
る
サ
イ
ト
が
体
系
的
に
存
在

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
う

し
て
、
泉
流
山
の
Ｈ
Ｐ
だ
け
で
な
く
、

市
内
業
者
の
Ｈ
Ｐ
も
デ
ザ
イ
ン
に
か
か

わ
る
だ
け
で
な
く
、
注
目
度
が
上
が
る

よ
う
な
Ｈ
Ｐ
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、

萩
焼
作
家
と
し
て
の
活
動
を
一
時
休
止

し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
に
力
を
注
ぎ
始
め

ま
し
た
。

　

現
在
、
観
光
を
す
る
人
の
多
く
が
出

発
前
や
計
画
段
階
で
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

す
べ
て
対
応
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
数
年
で
、
市
内
企

業
、
町
づ
く
り
団
体
、
施
設
等
の
Ｈ

Ｐ
を
幾
つ
か
制
作
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

徐
々
に
体
系
的
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
が
で
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
世

界
に
お
い
て
は
、
来
萩
さ
れ
な
い
潜
在

的
な
お
客
も
存
在
し
ま
す
。
か
と
い
っ

て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
お
客
が
興
味
を
持

ち
購
入
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
や
は
り

の
事
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
高
校
３
年
時
に
祖
父
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
で
、
芸
術
家
の
家
系
に
生
ま
れ

た
か
ら
に
は
私
も
芸
術
家
を
目
指
そ
う

と
、
２
年
ほ
ど
浪
人
し
、
祖
父
と
父
の

母
校
で
あ
る
東
京
藝
術
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。

　

美
術
学
部
工
芸
科
鍛た

ん
き
ん金

専
攻
で
４

年
、
卒
業
後
大
学
院
で
２
年
、
研
究
生

で
１
年
と
計
７
年
大
学
に
籍
を
置
き
、

社
会
に
出
た
の
は
27
歳
の
頃
。
そ
の
後
、

直
ぐ
帰
郷
し
て
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

ど
ん
な
形
に
も
自
由
自
在
に
造
形
で
き

る
、
陶
芸
と
違
っ
た
金
属
造
形
の
魅
力

に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
、
専
門

学
校
の
講
師
の
バ
イ
ト
や
金
属
造
形
仕

事
の
か
た
わ
ら
に
創
作
活
動
を
し
、
知

人
と
グ
ル
ー
プ
展
な
ど
を
開
く
生
活
を

５
年
ほ
ど
送
り
、
32
歳
に
な
っ
て
や
っ

で
、
労
働
生
産
性
は
と
て
も
悪
く
キ
ツ

く
も
あ
り
ま
す
が
、
萩
の
サ
イ
ト
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
体
系
的
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
す
れ
ば
、
リ
ア
ル
な
部
分
で
も
つ
な

が
り
が
広
が
り
、
そ
れ
が
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
生
涯
Ｗ

Ｅ
Ｂ
制
作
を
し
続
け
る
わ
け
で
は
な
く
、

い
ず
れ
は
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
立
場
か

ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
く
立
場
へ
と

移
行
し
、
萩
焼
窯
元
の
跡
継
ぎ
と
し
て
、

萩
焼
に
専
念
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
萩
焼
も
上
手
く
い
く
よ
う
に

な
れ
ば
、
い
つ
か
は
金
属
造
形
の
作
家

活
動
を
再
開
し
た
い
な
と
…
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

１
９
７
４（
昭
和

49
）年
生
ま
れ
、
椿
東
小
、
第
一
中
、

萩
高
平
成
４
年
卒
。

■
制
作
さ
れ
た
Ｈ
Ｐ　

萩
ふ
る
さ
と

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
萩
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
、
ま
る
っ

と
萩
な
び
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
、
萩
つ

ば
き
市
場
、
タ
ケ
ク
リ
エ
イ
ト
萩
、
萩

ガ
ラ
ス
工
房
…
ｅ
ｔ
ｃ
。

吉
よ し か

賀 暁
あきら

さん
（38 歳）

そ
う
で
は
な
く
、

そ
れ
な
り
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
な
る
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン

だ
け
で
な
く
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ま

で
含
め
た
仕
事
が

必
要
だ
と
言
え
ま

す
。

　

町
の
た
め
に
と

始
め
た
こ
と
な
の

陶工
金属造形家
ＷＥＢデザイナー

（ＳＥＯデザイナー）

〈萩ＬＯＶＥ〉地域密着型のポータルサイト

〈萩ツインシネマ〉山陰地方西部で唯一の映画館
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昨
年
、
見
島
牛
、
見
蘭
牛
に
次
ぐ
萩

市
内
３
番
目
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
市

場
で
大
き
な
評
価
を
得
は
じ
め
た
「
長

萩
和
牛
」。
そ
の
生
産
者
で
あ
る
萩
市

福
栄
紫
福
長
沢
台
の
農
業
組
合
法
人
・

長
沢
台
生
産
組
合
を
訪
問
し
て
、
代
表

理
事
の
水
津
元
廣
さ
ん
（
60
歳
）
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
に
高
校
を
卒
業
し
、
実
家

で
就
農
し
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
地
の

農
家
は
ま
だ
、
普
通
に
牛
を
飼
育
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
私
の
家
も
ま
た
、

牛
を
15
頭
ほ
ど
飼
う
普
通
の
農
家
の
一

つ
で
し
た
。
肉
用
牛
生
産
を
本
格
的
に

始
め
た
の
は
、
昭
和
53
年
、
国
の
農
村

基
盤
総
合
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ

り
、
粗
飼
料
生
産
基
盤
に
立
脚
し
た
肉

用
牛
生
産
団
地
を
こ
の
長
沢
台
に
整
備

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
で
す
。
大

規
模
な
事
業
で
あ
り
、
個
人
で
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
地
元
農

家
５
戸
９
人
で
任
意
組
合
を
設
立
。
管

理
舎
、
畜
舎
、
た
い
肥
舎
、
飼
料
生
産

調
製
機
械
等
を
整
備
し
、
１
０
０
頭
ほ

ど
の
無
角
和
牛
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
当
時
山
口
県
で
主
に
飼
育
さ
れ
て

い
た
の
は
無
角
和
牛
で
、
地
産
の
牛
と

い
え
ば
無
角
和
牛
が
当
た
り
前
の
時
代

で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
５
年
、
昭
和
59
年
に
事
業

拡
大
の
た
め
の
農
地
取
得
に
伴
い
、
任

意
組
合
か
ら
農
業
組
合
法
人
へ
移
行
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
肉
用
牛
と
い
う
も

の
は
、
品
種
で
等
級
が
ほ
と
ん
ど
決

ま
っ
て
し
ま
う
も
の
で
、
無
角
和
牛
を

必
死
に
頑
張
っ
て
育
て
た
と
こ
ろ
で
価

格
が
上
が
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
れ
な

ら
と
、
平
成
元
年
あ
た
り
か
ら
、
鹿
児

島
か
ら
毎
年
10
頭
ほ
ど
黒
毛
和
牛
の
子

牛
を
仕
入
れ
、
無
角
和
牛
か
ら
黒
毛
和

牛
の
一
貫
飼
養
へ
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

黒
毛
和
牛
に
完
全
移
行
し
、
少
な
い

構
成
員
で
、
良
い
肉
、
す
な
わ
ち
美
味

し
い
肉
が
経
営
を
支
え
る
一
番
の
要
素

と
み
て
、
牛
の
体
調
に
合
わ
せ
な
が
ら

肉
が
良
く
な
る
飼
養
管
理
を
徹
底
し
ま

し
た
。
そ
う
し
て
脂
肪
交
雑
や
肉
の
光

沢
、
肉
の
し
ま
り
、
き
め
な
ど
も
向
上

し
、
徐
々
に
市
場
で
の
評
価
も
高
く
な

り
、
良
い
価
格
が
付
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
う
し
て
平
成
13
年
に
は
、
山
口
県

和
牛
共
進
会
肉
牛
部
門
で
農
林
水
産
大

臣
賞
受
賞
と
い
う
価
格
で
は
な
い
形
で

評
価
さ
れ
注
目
度
も
上
が
り
経
営
も
安

定
し
て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
年

に
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
問
題

が
国
中
を
怯
え
さ
せ
て
い
た
と
き
で
し

た
の
で
、
と
て
も
良
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

和
牛
の
特
色
と
し
て
霜
降
り
が
入
っ

た
お
い
し
い
味
の
あ
る
肉
が
好
ま
れ
、

そ
の
最
上
位
を
Ａ
５
ラ
ン
ク
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
多
く
の
消
費
者
が
求
め
る

価
格
帯
や
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
考
え
る
と
Ａ
４
ク
ラ
ス
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
、
当
組
合
で
は
、
こ
の
あ

た
り
を
重
点
的
に
生
産
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

上
質
な
肉
を
生
産
し
て
い
る
の
に
出

荷
先
は
ほ
と
ん
ど
大
阪
で
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
市
民
の
方
が
案

じ
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

昨
年
よ
り
阿
西
商
工
会
と
㈲
萩
ミ
ー
ト

萩 の 元 気 な 企 業 探 訪

農業組合法人

ちょうしゅう

長沢台生産組合

シリーズ 25

■農業組合法人　長沢台生産組合
住所：萩市大字紫福２８６８-１０
☎０８３８・５３・０４４１
事業内容：肉用牛繁殖肥育一貫生産、野菜
生産、たい肥の製造販売、オペレーター派遣
黒毛和牛：常時約440頭（繁殖牛150頭、
肥育牛200頭、子牛90頭）年間出荷頭数
120頭
長萩和牛のお求めは：萩ミート販売（０８
３８・５５・０２９８）

販
売
さ
ん
の
も
と
、
長
沢
台
の
黒
毛
和

牛
を「
長
萩
和
牛
」と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
も

増
え
、
注
目
度
も
あ
が
り
、
山
陽
の
飲

食
チ
ェ
ー
ン
店
に
も
「
長
萩
和
牛
」
と

し
て
売
り
出
さ
れ
、
市
内
飲
食
店
で
も

取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
る
お
店
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
こ
ん
な
ご
時
世
で
す
の

で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
付
い
た
か
ら
と

い
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
事
業
拡
大
す
る
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
の
は
、
た
い

肥
の
製
造
販
売
を
も
う
少
し
拡
大
し
て
、

地
元
農
家
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
耕
畜
連
携
が
取
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
、
今
年
は
５
年
に
１

度
行
わ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が

長
崎
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
山
口

県
代
表
に
選
ば
れ
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。
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昭
和
53
年
、
39
歳
の
と
き
。
裕
福
で
は

な
い
家
庭
に
生
ま
れ
育
ち
、
中
学
を
卒

業
し
て
か
ら
は
、
タ
イ
ヤ
屋
さ
ん
で
働

か
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
旧
萩
商
工
定
時

制
に
通
い
、
卒
業
後
も
そ
の
ま
ま
タ
イ

ヤ
屋
に
就
職
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
学

生
時
代
か
ら
の
「
飯
屋
を
や
り
た
い
」

と
い
う
夢
を
諦
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ど
う
し
た
ら
出
店
で
き
る
か
を
考
え
た

と
き
、
大
き
い
会
社
に
入
り
、
退
職
金

を
貰
え
る
ま
で
働
け
ば
店
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
タ
イ
ヤ

屋
か
ら
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
株
式
会
社
に
転
職
し

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
徳
山
、
広
島
、
高

松
、
徳
島
、
府
中
、
松
山
、
今
治
…
と
、

転
勤
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
い

つ
し
か
支
店
長
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
今
治
に
い
た
頃
、
仲
間
に

飯
屋
を
や
り
た
い
の
だ
が
と
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
飯
屋
は
難
し
い
か
ら
焼
き
鳥

屋
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
、
今
治
市

に
あ
る
本
家
本
元
の
五
味
鳥
の
お
や
っ

さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
う

し
て
、
ま
ず
最
初
に
家
内
が
１
年
間
ほ

ど
、
お
や
っ
さ
ん
の
下
で
働
き
、
私
も

数
か
月
後
会
社
を
辞
め
、
３
か
月
間
お

や
っ
さ
ん
の
下
で
修
業
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
お
気
づ
き
か
と
思
い
ま
す
が
、

鉄
板
を
使
っ
た
独
自
の
焼
き
方
、
注
ぎ

足
し
の
秘
伝
の
タ
レ
、
人
気
の
玉
ね
ぎ

焼
き
や
ト
リ
カ
ワ
も
す
べ
て
本
家
五
味

鳥
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。

　

そ
う
し
て
、
五
味
鳥
の
の
れ
ん
を
分

け
て
も
ら
い
出
店
ま
で
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
ま
で
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
出
店
資
金
に
は
退
職
金
だ
け
で
は

足
ら
ず
、
ど
う
し
た
ら
良
い
も
の
か
と

Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
時
代
の
先
輩
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
先
輩
が
「
２
０
０
万
出
し
て
や

る
」
と
、
担
保
も
無
し
に
出
資
し
て
く

れ
ま
し
た
。
人
間
、
信
用
が
何
よ
り
も

大
切
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
瞬
間
で

し
た
。
先
輩
と
の
信
頼
関
係
が
な
け
れ

ば
こ
の
店
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
初
、
出
店
は
広
島
で
と
も
考
え
ま

し
た
が
、
や
は
り
故
郷
で
あ
る
こ
の
萩

で
出
す
こ
と
を
決
め
ま
す
。
そ
れ
か
ら

現
在
ま
で
34
年
間
、
こ
の
場
所
で
営
ん

で
き
ま
し
た
が
、
ど
う
転
ぶ
か
わ
か
ら

な
い
こ
の
世
界
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、

や
は
り
先
輩
か
ら
出
資
し
て
も
ら
っ
た

と
き
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
も
ら
っ
た

「
信
用
」
を
失
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い

ま
す
。
ご
ま
か
さ
ず
良
い
も
の
を
使
っ

て
で
き
る
だ
け
安
く
提
供
す
る
。
素

材
も
新
鮮
な
も
の
だ
け
を
使
っ
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の

皆
さ
ん
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
、
ひ
い

き
に
し
て
も
ら
い
、
今
日
ま
で
や
っ
て

こ
れ
ま
し
た
。
数
十
年
前
、
親
と
一
緒

に
来
て
く
れ
て
い
た
子
が
大
人
と
な
っ

て
来
店
し
て
く
れ
た
時
は
と
て
も
嬉
し

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
昨
年
の
国
体
開

催
期
間
に
は
栃
木
の
選
手
団
の
方
が

五
味
鳥

ご　

み　

ど　

り

　

旧
萩
商
業
高
等
学
校
横
に
て
、
昭
和

53
年
５
月
よ
り
お
店
を
構
え
ら
れ
、
鉄

板
を
使
っ
た
独
自
の
焼
き
方
と
秘
伝
の

タ
レ
が
、
商
業
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
多
く
の
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
は

た
ま
た
角
界
の
著
名
人
ま
で
も
ひ
い
き

に
さ
れ
る
焼
き
鳥
屋
・
五
味
鳥
を
訪
問

し
、
大
将
の
伊
藤
展
裕（
の
ぶ
ひ
ろ
）さ

ん
（
73
歳
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

地
元
萩
に
五
味
鳥
を
出
店
し
た
の
は

来
ら
れ
、
１
か
月
後
く
ら
い
に
栃
木
か

ら
の
観
光
客
の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
知
っ
て
食
べ
に
来
ら
れ
た
の
を
知
り
、

直
接
関
係
あ
る
か
な
い
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

長
く
や
っ
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
が
あ
る
も
の
で
、
懐
か
し
く
思

う
の
は
、
ま
だ
商
業
高
校
が
あ
っ
た
頃
、

当
時
の
野
球
部
の
顧
問
、
監
督
の
先
生

と
「
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
五
味
鳥
の
店

に
当
て
た
ら
焼
き
鳥
１
０
０
本
」
と
い

う
約
束
を
し
、
何
本
か
店
に
打
球
が
飛

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
で
き
た

傷
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
お
隣
近
辺

か
ら
し
た
ら
大
迷
惑
だ
っ
た
で
し
ょ
う

が
…
。
そ
う
し
て
34
年
や
っ
て
き
た
当

店
も
、
今
の
と
こ
ろ
跡
継
ぎ
は
お
ら
ず
、

こ
の
ま
ま
い
け
ば
私
の
代
で
終
わ
る
で

し
ょ
う
。
先
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
お
客
さ
ん
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
え

れ
ば
、
今
ま
で
通
り
の
こ
と
を
や
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■五味鳥
住所　萩市江向３区の１
☎０８３８・２５・４７４８
営業時間　午後５時〜午前０時
定休日　毎週日曜日

名物のとりかわと玉ねぎはぜひ一度食べてほしい絶品。
玉ねぎは焼けるまで40分、むしょうに食べたくなる味
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家族で賑わう満開の
萩しーまーと親水公園

　

庶
民
の
味
「
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
昭
和
30
年
頃
か
ら
約
60
年
間
作

り
続
け
て
こ
ら
れ
た
岡
村
茂
作
さ

ん
（
熊
谷
町
）
が
、
昨
年
９
月
27
日
、

90
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡
村
さ
ん
は
、
終
戦
後
に
地
元
萩

に
帰
ら
れ
、
ま
ん
じ
ゅ
う
を
焼
く
こ

と
を
商
売
と
し
て
始
め
ま
し
た
。
創

業
当
時
は
、
物
不
足
で
材
料
の
入
手

に
大
変
苦
労
し
な
が
ら
も
、
ま
ん

じ
ゅ
う
屋
さ
ん
に
足
を
運
び
、
学
び

ま
し
た
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

誰
に
も
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
ろ

う
と
励
み
ま
し
た
。

　

約
20
年
前
か
ら
テ
レ
ビ
取
材
も
増

え
、
祭
り
で
出
店
す
れ
ば
、
作
っ
て

も
作
っ
て
も
行
列
が
切
れ
ず
、
平
日

で
も
必
ず
売
り
切
れ
に
な
る
ほ
ど
で

し
た
。
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
と
し
て
成

功
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
話

さ
れ
、「
市
民
や
観
光
客
な
ど
多
く

の
方
に
愛
さ
れ
る
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ

う
」
で
し
た
。

　

以
前
か
ら
、「
体
が
動
く
限
り
頑

張
り
た
い
。
何
と
か
萩
発
祥
の
伝
統

の
味
を
つ
な
げ
た
い
」
と
言
わ
れ
た

と
お
り
、
昨
年
夏
に
自
宅
で
倒
れ
る

ま
で
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
を
焼
き
続
け

ま
し
た
。

　

今
年
２
月
、
萩
市
を
訪
れ
た
観
光

客
に
対
し
て
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た

お
も
て
な
し
を
実
践
し
て
い
る
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
「
萩
お
も
て
な

し
大
賞
」
で
、
萩
名
物
の
蒸
気
ま
ん

じ
ゅ
う
の
味
を
60
年
余
り
に
わ
た
り

提
供
し
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
築
い
た

こ
と
に
よ
り「
お
も
て
な
し
特
別
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
に
は
、「
岡
村
さ
ん
を

偲
ぶ
集
い
」
が
素
水
園
（
堀
内
）
で

催
さ
れ
、
岡
村
さ
ん
が
守
り
続
け
た

蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
の
伝
統
を
引
き
継

岡村 茂
し げ さ く

作 さん

厚
こ と う

東 満
みつる

さん

在りし日の厚東さん

仕事に精を出す岡村さん

　

早
咲
き
の
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
を
寄
贈

さ
れ
た
厚
東
満
さ
ん
（
越
ヶ
浜
）
が
、

今
年
１
月
26
日
、
65
歳
で
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。

　

厚
東
さ
ん
は
、
萩
市
越
ヶ
浜
出
身

で
昭
和
40
年
か
ら
静
岡
県
職
員
と
し

て
平
成
19
年
ま
で
奉
職
し
ま
し
た
。

下
田
土
木
事
務
所
在
職
時
か
ら
、
姉

妹
都
市
で
あ
る
萩
市
と
下
田
市
と
の

民
間
交
流
に
努
め
、
平
成
15
年
か
ら

ふ
る
さ
と
萩
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、

伊
豆
河
津
町
の
早
咲
き
の
桜
で
あ
る

カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
の
寄
付
を
始
め
ら
れ
、

し
ー
ま
ー
と
親
水
公
園
ほ
か
笠
山
な

ど
各
所
に
２
５
０
本
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
で
は
、
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー

と
を
訪
れ
る
市
民
や
観
光
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
早
春
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
は
厚
東

さ
ん
の
名
前
を
引
用
し
、「
コ
ト
ウ

ザ
ク
ラ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
東
さ
ん
の
顕
彰
プ
レ
ー
ト
除
幕

式
が
、
３
月
10
日
、
令
夫
人
や
萩
市

長
を
は
じ
め
地
元
自
治
会
な
ど
の
出

席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

信
子
夫
人
に
よ
る
と
生
前
の
厚
東

さ
ん
は
、「
萩
が
好
き
、
好
き
、
好

き
と
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の

桜
で
お
花
見
を
し
て
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
、
主
人

が
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
、
厚
東
さ
ん
の
郷
土
を
思
う

気
持
ち
は
人
一
倍
強
く
、
お
祝
い
や

餞せ
ん
べ
つ別
に
は
「
萩
焼
」
を
、
贈
り
物
に

は
「
か
ま
ぼ
こ
」
を
自
信
を
も
っ
て

贈
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
下
田
在
住
時
に
、
元
気
が

な
く
な
っ
た
時
に
は
下
田
市
弁
天
島

（
柿
崎
公
園
内
）
の
吉
田
松
陰
像
（
踏

海
の
朝
像
）
に
会
い
に
行
き
「
萩

い
で
い
こ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
ま

し
た
。
主
催
者
の
一
人
で
、
６
年
前

に
岡
村
さ
ん
に
弟
子
入
り
し
た
清
水

明あ
き
と人
さ
ん
（
堀
内
）
は
、「
岡
村
さ

ん
か
ら
大
体
の
製
法
は
習
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
究
極
の
味
付
け
に

つ
い
て
は
最
後
ま
で
“
企
業
秘
密
”

と
い
う
こ
と
で
教
え
て
も
ら
え
な

か
っ
た
」
と
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
の

販
売
は
素
水
園
の
屋
台
（
清
水
さ

ん
）、
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
（
久

光
製
菓
）、
道
の
駅
・
阿
武
町
（
八

代
本
店
）
の
３
か
所
の
み
と
な
り
ま

し
た
。

追悼

庶民の味　蒸気まんじゅう

の
た
め
に
頑
張
れ

よ
」
と
元
気
を
も

ら
っ
た
そ
う
で
す
。

本
当
に
、
郷
土
を

愛
し
心
の
支
え
と

さ
れ
て
こ
ら
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。



2012年５月（第105号）11

　

昨
年
12
月
に
公
開
さ
れ
た
「
ワ
イ

ル
ド
セ
ブ
ン
」
で
は
、
赤
髪
ウ
ル
フ

ヘ
ア
の
Ｂ

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

Ｂ
Ｑ
役
で
、
強
烈
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
あ
た
え
た
松
本
さ
ん
。
吉

田
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
ズ
キ
」
の

オ
ー
ナ
ー
、
松
本
充
・
和
子
夫
妻
の

長
男
で
、
萩
高
校
卒
業
後
、
桐

と
う
ほ
う朋

学

園
短
期
大
学
部
芸
術
科
演
劇
専
攻
に

進
学
。
蜷

に
な
が
わ川

幸
雄
の
劇
団
に
入
団
、

独
立
後
は
、
北
村
龍
平
監
督
の
映
画

「
あ
ず
み
」
で
脚
光
を
浴
び
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
の
ほ
か
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
で
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ

「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
」
や
、「
水
戸
黄
門
」
等
に

も
出
演
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
々

部
監
督
は
、映
画
「
半
落
ち
」
や
「
ツ

レ
が
ウ
ツ
に
な
り
ま
し
て
。」
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
映
画
「
ワ

イ
ル
ド
セ
ブ
ン
」
の
ク
ラ
ン
ク
イ
ン

が
実
は
東
北
大
震
災
の
翌
日
だ
っ
た

こ
と
を
明
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
集

ま
っ
た
も
の
の
震
災
の
こ
と
が
気
に

な
り
、
映
画
を
つ
く
る
こ
と
が
、
正

し
い
こ
と
だ
ろ
う
か
と
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
あ
げ
る
の
が
大
変
だ
っ
た

と
話
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
公
開
後

は
、
映
画
を
見
て
い
る
間
だ
け
で
も

つ
ら
い
こ
と
を
忘
れ
、
楽
し
く
い
ら

れ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
少

し
で
も
こ
の
映
画
で
元
気
を
分
け
ら

れ
れ
ば
と
話
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
に
38
歳
と
な
っ
た
松
本

さ
ん
に
佐
々
部
監
督
か
ら
、
中
年
を

迎
え
る
前
に
や
っ
て
お
い
た
方
が
い

萩図書館の会津書籍コーナーにて

　

星
さ
ん
は
、
平
成
10
年
に
萩
市
で

開
催
さ
れ
た
明
治
維
新
１
３
０
年
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
す
る
な
ど
、
萩
市
と
大
変
か
か
わ

り
の
深
い
作
家
で
、
講
演
会
は
、
東

日
本
大
震
災
の
東
北
支
援
の
お
礼
を

か
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

星
さ
ん
自
ら
４
か
月
間
に
わ
た
り

福
島
県
、
宮
城
県
、
岩
手
県
の
被
災

地
を
巡
り
、
震
災
か
ら
１
年
過
ぎ
た

被
災
地
の
状
況
に
つ
い
て
、「
人
々

の
表
情
に
は
明
る
さ
が
出
た
が
、
希

望
が
見
え
な
い
状
況
で
、
老
人
は
住

ん
で
い
た
家
に
戻
り
た
い
が
、
若
者

は
戻
り
た
く
て
も
関
東
な
ど
に
職
を

求
め
て
出
て
行
っ
て
い
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
復
興
へ
の
道
の
り
に
つ
い

て
、
東
北
地
方
の
歴
史
を
紐
解
き
な

が
ら
、
復
興
へ
の
道
筋
を
次
の
よ
う

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
か
ら
１
４
０
年
前
の
戊
辰
戦

争
で
は
、
会
津
は
今
と
同
じ
状
況
に

あ
っ
た
。
下
北
半
島
に
1
万
数
千
人

が
移
住
し
、
若
者
が
い
な
く
な
っ
た
。

会
津
を
復
興
す
る
た
め
に
、
優
秀
な

生
徒
・
子
ど
も
を
全
国
に
預
け
た
。

そ
の
中
に
、
萩
の
奥
平
謙
輔
に
預
け

ら
れ
、
後
に
東
大
総
長
と
な
っ
た
山

川
健
次
郎
も
い
た
。
会
津
藩
の
復
興

も
60
年
か
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
今
の

福
島
の
復
興
も
次
の
次
の
孫
の
世
代

に
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
“
復
旧
復

興
は
子
ど
も
の
教
育
”
に
あ
る
」

　

萩
と
会
津
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
大
震
災
を
機
に
、
今
は
長
州
・
会

津
と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

野
球
の
阪
神
・
巨
人
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
日
本
の
中
に
ラ
イ
バ
ル
関

係
が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
だ
。
日
本

の
近
代
化
は
長
州
・
会
津
・
薩
摩
で

成
り
立
っ
た
。
大
変
な
ラ
イ
バ
ル
関

係
が
あ
っ
て
、
お
互
い
に
負
け
た
く

な
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
あ
り
、
歴

史
の
両
雄
で
あ
っ
た
」。

左から陽信孝（NPO 萩みんなの図書館
理事長）、星亮一、高木正熙（萩図書館長）

著者：星亮一・一坂太郎
価格：1470 円
発行：講談社（2009 年）

い
こ
と
と
し
て
、「
夢
を
見
続
け
る

こ
と
、
新
聞
を
よ
む
こ
と
」
な
ど
の

教
訓
が
言
い
渡
さ
れ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　

佐
々
部
監
督
は「
萩
の
土
地
や
人

と
の
つ
な
が
り
は
、映
画
に
も
ら
っ
た

縁
。い
つ
か
映
画
で
恩
返
し
し
た
い
」。

　

松
本
さ
ん
は
、「
萩
は
両
親
が
居

る
場
所
。
自
分
は
長
男
で
あ
り
な
が

ら
、
東
京
で
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て

い
る
が
、
両
親
は
老
体
を
ひ
き
づ
り

な
が
ら
働
い
て
い
る
。
自
分
の
夢
を

応
援
し
て
く
れ
る
両
親
を
役
者
の
仕

事
で
ど
う
に
か
喜
ば
せ
た
い
」
と

思
い
を
述
べ
、「
テ
レ
ビ
や
映
画
で

皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

作
品
を
創
っ
て
い
き
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　萩市吉田町出身の俳優、松本実さん（38歳、萩高
校平成４年卒）と下関市出身の佐々部清監督のトーク
ショーが３月４日、萩ツインシネマで開催されました。

　福島県郡山市在住の歴史作家、星亮一さんの講演会
「東北は負けない〜会津藩に学ぶ復興の半世紀〜」が、
３月15日に萩市民館で開催されました。

松本実さん 佐々部監督
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大阪指月会

「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報をお寄
せください。萩の資料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　昭和 37 年卒業後、50 周年を記念する同期会が、恩師
山根勝先生をお招きして 61 名の参加で開催された。
　開会の前に陶芸の村公園（椿東椎原）で、還暦記念に植
えたシダレ桜をバックに記念撮影と施肥。ここで、新谷和
彦君 ( 山口県議会副議長）から、「故郷（ふるさと）」歌詞
３番（♪志を果たしていつの日にか帰らん 山はあおき故
郷 水はきよき故郷）の歌碑建立の計画が披露された。
　会は冒頭 43 名の物故者に黙祷を捧げ、続いて特別参
加の野村興兒萩市長 ( 萩高 15 期）から萩の産業・文化振
興への協力要請と U ターン要望の熱烈なアピールがあり、
小川義春三七和会（首都圏同期会）幹事の音頭で乾杯。後
は、いつもどおりの和やかなひと時を過ごした。閉幕は校
歌と「故郷」の斉唱。市外在住者に「帰萩」実行の強烈な
インパクトを与える同期会となった。次回は来年、古稀記
念と「故郷」歌碑除幕のため開催される予定。

 一
い ち く

来 毅
つよし

（茨城県守谷市在住）

4月15日

大阪弥生会館（大阪市北区）

　49 人が出席、会長が村木一夫さん（萩高７期）から伊
藤孝さん（16 期）に交替。「毎回同じ顔ぶれなので、若い
人をどう増やしていくかが課題」、村田昌志会長からは「今
62、３歳の人の１学年は 550 人もいたが、少子化により
現在は 155 人」と挨拶がありました。
中垣謙司校長からは、「全校で 482 人、今年の卒業生のう
ち国公立大の入学者は 73 人で、県内５番目」と報告があり、
会場では萩「たつち」のちりめんや金太郎一夜干し、わか
めなど地元特産品の販売が盛況でした。

萩本陣（萩市）

萩高14期 卒業50周年記念同期会

会員投稿 4月17日

　

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
市
と
阿
武

町
の
高
校
の
卒
業
生
は
４
４
９
人
で
し

た
。
う
ち
市
内
へ
残
っ
た
の
は
、
就
職

46
人
、
山
口
福
祉
文
化
大
学
２
人
、
県

立
萩
看
護
学
校
２
人
な
ど
合
計
63
人
で
、

卒
業
生
の
14
％
に
当
た
り
ま
す
。
９
割

弱
の
若
者
が
、
市
外
・
県
外
へ
、
進
学
・

就
職
し
て
い
ま
す
。

市内63人/449人＝14.0％　
（昨年は59人/479人＝12.3％）

学校名 卒業
者数

大学 就職 専修学校ほか
全体 内萩市 全体 内萩市 全体 内萩市

萩高校 172人 132人 1人 8人 1人 32人 8人

萩商工高校 184人 19人 0人 120人 25人 45人 2人

萩光塩学院高校 46人 19人 1人 5人 3人 22人 5人

奈古高校 47人 7人 0人 33人 17人 7人 0人

合 計 449人 177人 2人 166人 46人 106人 15人

■萩市・阿武町内
高校卒業者の進路状況

　

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
高
校
３
年

生
は
１
７
２
人
で
、
進
路
先
は
最
も
多

か
っ
た
の
が
、
中
国
地
方
の
95
人
で
、

う
ち
山
口
県
内
に
64
人
、
萩
市
内
へ
の

就
職
・
進
学
が
10
人
で
し
た
。

地方 人数
北海道・東北 1人
北陸 0人
関東 13人
東海 1人
関西 28人
中国 95人

（山口県内）（64人）
四国 1人
九州・沖縄 33人

合 計 172人

　

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
商
工
高

校
３
年
生
は
１
８
４
人
で
、
進
路
先

は
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
中
国
地
方
の

１
２
７
人
で
、
う
ち
山
口
県
内
に
88
人
、

萩
市
内
へ
の
就
職
・
進
学
は
27
人
で
し

た
。

学
校
だ
よ
り

地方 進学 就職 計
北海道・東北 0人 0人 0人
北陸 0人 0人 0人
関東 1人 4人 5人
東海 0人 2人 2人
関西 3人 18人 21人
中国 33人 94人127人

（山口県内） （21人）（67人）（88人）
四国 0人 1人 1人
九州・沖縄 27人 1人 28人

合 計 64人120人184人
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萩 芸術・文芸の広場

館
」
は
、
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
伝

三
郎
が
収
集
し
た
美
術
品
を
含
む
国
宝

９
件
・
重
要
文
化
財
51
件
を
所
蔵
す
る

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
東
洋
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
誇
り
ま
す
。

　

幕
末
の
萩
に
生
ま
れ
、
高
杉
晋
作
、

木
戸
孝
允
ら
と
親
し
く
交
わ
り
、
29
歳

で
大
阪
に
出
た
伝
三
郎
は
、
大
阪
で
初

と
な
る
鉄
橋
の
建
設
や
、
現
在
の
南
海

電
鉄
の
も
と
と
な
る
鉄
道
会
社
を
設
立

す
る
な
ど
、
沈
滞
し
て
い
た
関
西
の
産

業
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
一

代
で
大
富
豪
へ
と
上
り
つ
め
た
関
西
政

財
界
の
風
雲
児
で
し
た
。

　

実
業
家
と
し
て
は
、
西
洋
の
技
法
な

ど
新
し
い
も
の
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
一
方
で
、
私
生
活
で
は
、
日
本
の
文

化
や
伝
統
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
と

さ
れ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
千
利
休

が
使
用
し
て
い
た
茶
碗
や
、
尾
形
光
琳

作
の
硯
箱
、
鎌
倉
時
代
の
宮
廷
絵
巻
、

快
慶
作
の
仏
像
な
ど
の
至
宝
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
伝
三
郎
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
総
数
は
１
万
点
に
も
及
ぶ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
藤
田
伝
三
郎
の
没
後
１
０

０
年
に
あ
た
り
、
萩
博
物
館
で
は
、
11

月
３
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
「
藤
田
美

術
館
の
名
宝
」
と
題
し
、
全
国
で
初
め

て
藤
田
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

示
し
ま
す
。

　

藤
田
美
術
館
（
０
６
・
６
３
５
１
・
０

５
８
２
）
で
は
、
６
月
17
日
ま
で
「
藤

田
伝
三
郎
の
軌
跡
」、
９
月
８
日
か
ら

12
月
９
日
ま
で
は
、「
藤
田
伝
三
郎
の

想
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

NHK Eテレ「日曜美術館」（4月15日放送）

歌：原たかし、作詞：田村和男、作曲：
岸本健介（昭和 61 年）
　鹿野町（現周南市）出身の原たかし
さんが、母親を想う松陰の心を歌った
曲。２番では、松陰の辞世の句「親思
う 心にまさる 親心 今日のおとずれ 
何と聞くらむ」の歌詞が続きます。親
を想いながら最後の時を過ごす松陰の
姿が目に浮かび、松陰ファンは、ぐっ
と熱くなってしまいます。
　「萩の母」
　　風の便りも 断えだえの
　　江戸は夜寒の 伝馬町
　　偲ぶふるさと 椿の蔭に
　　佇む細い うしろ影
　　吉田松陰
　　母に一

ひ と ふ で

筆 湿す夜

　萩の歌をシリーズで紹介していま
す。萩の歌を皆さんの歌声で広げてく
ださい。

　

萩
商
工
会
議
所
（
会
頭 

刀
禰
勇
）

の
新
し
い
会
館
が
東
田
町
に
完
成
し
、

３
月
１
日
か
ら
新
会
館
で
業
務
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
会
館
は
、
旧
飲
食
店
（
ビ
ア
シ

テ
ィ
萩
）
を
改
修
し
た
も
の
で
、
１
階

部
分
は
駐
車
場
（
最
大
21
台
）
で
、
２

階
は
60
人
が
収
容
で
き
る
会
議
室
や
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
ワ
ン
フ
ロ
ア

で
す
べ
て
の
機
能
が
集
約
さ
れ
た
事
務

所
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

新しい商工会議所（山口銀行萩支店横、345㎡）
　

萩
市
観
光
協
会
に
よ
る
と
、
萩

地
域
の
平
成
23
年
の
観
光
客
数
は

１
４
１
万
７
９
９
２
人
（
前
年
比
6.2
％

減
）、宿
泊
客
数
は
46
万
７
２
２
人
（
前

年
比
3.6
％
減
）
で
し
た
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
観
光
ツ
ア
ー
の
中
止
や
宿
泊
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
文
化
財

を
生
か
し
た
町
づ
く
り
や
温
泉
効
果

（
萩
温
泉
郷
）の
浸
透
、「
小
郡
・
萩
道
路
」

「
山
陰
道
」
の
開
通
な
ど
の
道
路
整
備

の
充
実
や
、「
山
口
国
体
・
山
口
大
会
」

な
ど
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

に
よ
り
、
減
少
幅
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

茶道具「交
こうちおおがめこうごう

趾大亀香合」
現在の価格は９億円！

萩観光パフォーマー 維新の
志士に扮した観光案内が好評

　

毎
週
日
曜
日
放
送
の
世
界
一
流
ア
ー

ト
を
紹
介
す
る
美
術
番
組
「
日
曜
美
術

館
」
に
、
萩
市
出
身
の
藤
田
伝
三
郎

が「
破
格
の
コ
レ
ク
タ
ー
大
阪
に
あ
り
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
市
都
島
区
の
藤
田
伝
三
郎
旧
邸

（
太
閤
園
）
近
く
に
あ
る
「
藤
田
美
術
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■
国
際
現
代
陶
芸
展「
ア
ー
ト
セ
ラ
ム
」

　

三
輪
華
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
10
日
（
木
）
〜
30
日
（
水
）

フ
ラ
ン
ス　

セ
ー
ブ
ル
市　

文
化
セ
ン

タ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｌ

■
山
口
県
・
山
東
省
友
好
協
定
30
周
年

「
萩
焼
ー
山
口
県
の
陶
芸
」
展

　

江
戸
期
の
萩
焼
の
茶
陶
や
細
工
物
か

ら
現
代
の
大
型
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
、
萩
焼

４
０
０
年
の
歴
史
と
芸
術
性
を
紹
介
。

５
月
27
日
（
日
）
ま
で

中
華
人
民
共
和
国
山
東
省
済
南
市

山
東
博
物
館

（
問
）
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記

念
館
（
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

■
第
２
回
「
萩
っ
子
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　
「
東
京
で
萩
弁
を
喋
ろ
う
」を
テ
ー
マ

に
、萩
出
身
者
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、萩

に
興
味
の
あ
る
方
も
含
め
て
楽
し
む
会
。

６
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
〜

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
５
︲
53
︲
67

コ
ス
モ
ス
青
山
ガ
ー
デ
ン
フ
ロ
ア

ア
ン
カ
フ
ェ
（    cafè

）

萩
大
志
館
・
吉
村
、
申
込
は　
　

受
付

http://goo.gl/K
eC

xv

■
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

　

旧
田
万
川
町
小
川
出
身
者
の
関
東
地

区
同
郷
会
。
第
20
回
記
念
の
定
例
懇
親

会
。

６
月
17
日
（
日
）
正
午
〜
午
後
３
時

東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
５
︲
50
︲
５

ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

（
０
９
０
・
９
６
７
３
・
２
２
９
６
）佐
伯

■
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
展「
薔

薇
の
館
・
ピ
ン
ク
ワ
ー
ク
の
装
い
」

　

萩
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
谷や

ち

だ
内
田
順
子

（
む
つ
み
出
身
）の
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
展
。

５
月
７
日（
月
）ま
で

神
奈
川
県
横
浜
市
山
手
町
１
１
１

山
手
西
洋
館
「
１
１
１
番
館
」

（
０
４
５
・
６
２
３
・
２
９
５
７
）

■
夏
の
逸
品
「
萩
ガ
ラ
ス
」
展

５
月
15
日
（
火
）
ま
で

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲
１

日
本
橋
三
越
本
店　

５
階
和
食
器
売
場

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■N
IP

P
O

N
 D

E
S

IG
N

 TR
A

V
E

L 

―
47
都
道
府
県
の
デ
ザ
イ
ン
旅
行
―

　

全
国
の
工
芸
品
が
出
展
さ
れ
、
山
口

県
の
コ
ー
ナ
ー
に
萩
ガ
ラ
ス
製
品
が
出

展
さ
れ
ま
す
。

５
月
28
日
（
月
）
ま
で

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
２
︲
21
︲
１
渋
谷

ヒ
カ
リ
エ
８
階　

d47M
U

S
E

U
M

（
０
３
・
６
４
２
７
・
２
３
０
１
）

■
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
・
東
京
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
５
周
年
記
念「
毛
利
家
の
至
宝
」

　

雪
舟
の
最
高
傑
作
、
国
宝
「
山
水
長

巻
」
の
特
別
公
開
。

５
月
27
日
（
日
）
ま
で

東
京
都
港
区
赤
坂
９
︲
７
︲
４

六
本
木
・
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン 

ガ
レ

リ
ア
３
階　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

（
０
３
・
３
４
７
９
・
８
６
０
０
）

■
納
富
晋 

作
陶
展

５
月
９
日
（
水
）
〜
15
日
（
火
）

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１
︲
６
︲
４

丸
善
丸
の
内
本
店

（
０
３
・
５
２
８
８
・
８
８
８
１
）

■
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　

Ｔタ

ケ

Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃク

リ

エ

イ

ト

ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈハ

ギ
Ａ
Ｇ

Ｉ
の
竹
製
品
が
出
展
・
販
売
さ
れ
ま
す
。

５
月
16
日（
水
）〜
30
日（
水
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
︲
６
︲
16

銀
座
三
越

　
　
　
（
０
３
・
３
５
６
２
・
１
１
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
イ
ベ
ン
ト

○
萩
の
夏
み
か
ん
フ
ェ
ア

５
月
17
日
（
木
）
〜
21
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
夏
み
か
ん
の
入
荷
状
況
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
い
で
ま
せ
山
口
館　

10
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト

　

先
着
１
０
０
人
に
萩
焼
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
ク
イ
ズ
に
答
え
て
抽
選
で
萩
ガ
ラ

ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
萩
の
か
ん
き
つ
類

の
販
売
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

５
月
22
日
（
火
）、
23
日
（
水
）
午
前

11
時
〜
午
後
４
時

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４
日

本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い
で
ま
せ

山
口
館（
０
３
・
３
７
２
２
・
３
５
１
０
）

■
日
本
伝
統
工
芸
陶
芸
部
会
展

　

岡
田
裕
等
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
23
日
（
水
）
〜
28
日
（
月
）

※
５
月
27
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
〜

岡
田
裕
「
特
別
講
座
」

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲
１

日
本
橋
三
越
本
店

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
紀
ノ
国
屋
「
萩
・
津
和
野
フ
ェ
ア
」

　

水
揚
げ
さ
れ
た
そ
の
日
に
届
く
新
鮮

な
魚
介
類
や
蒲
鉾
な
ど
の
水
産
加
工
品

の
他
、
夏
み
か
ん
の
商
品
な
ど
が
販
売

さ
れ
ま
す
。

５
月
16
日
（
水
）
〜
22
日
（
火
）

紀
ノ
国
屋
７
店
舗
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
店
、
渋
谷
店
、
等
々
力
店
、
吉
祥

寺
店
、
国
立
店
、
鎌
倉
店
、
ラ
ス
カ
平

塚
店
）

■
襲
名
記
念 

十
三
世 

坂
髙
麗
左
衛
門 

展

関
東
地
区

６
月
20
日
（
水
）
〜
26
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
４
︲
１

日
本
橋
高
島
屋 

６
階
美
術
画
廊

（
０
３
・
３
２
１
１
・
４
１
１
１
）

■
東
海
指
月
会

　

東
海
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
１
日（
日
）
正
午
〜
午
後
２
時

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

51
Ｆ
マ
ー
キ
ュ
リ
ー

　

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
主
催
に
よ

る
展
覧
会
。
野
坂
和
左
の
作
品
が

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
長
賞
（
最

高
賞
）、
松
尾
藻
風
、
波
多
野
英
生
、

岡
田
泰
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

◦
５
月
９
日
（
水
）
〜
14
日
（
月
）

下
関
市
竹
崎
町
４
︲
４
︲
10

下
関
大
丸 

７
階
文
化
ホ
ー
ル

（
０
８
３
・
２
３
２
・
１
１
１
１
）

◦
７
月
17
日
（
火
）
〜
23
日
（
月
）

広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島 

店
美
術
画
廊

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

東
海
地
区

w
eb

中
国

　

４
年
に
１
度
、
萩
高
、
商
工
高
、

光
塩
学
院
の
合
同
同
窓
会
。

10
月
27
日（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

日
本
工
業
倶
楽
部

　

４
年
に
１
度
、
関
西
在
住
の
萩
出

身
者
の
同
郷
会
。

11
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

大
阪
弥
生
会
館

フ
ラ
ン
ス

un

茶碗
十三世　坂高麗左衛門作
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会
費　

３
０
０
０
円（
福
引
き
代
含
む
）

萩
商
工
高
等
学
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
３
４
）
森
田

■
大
屋
窯
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ

　

陶
器
・
磁
器
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
20
〜
70

％
オ
フ
。
ラ
ッ
キ
ー
く
じ
有
り
。

５
月
１
日
（
火
）
〜
６
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

萩
市
椿
９
０
５

大
屋
窯（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
１
４
１
）

■
富
士
通
コ
ン
コ
ー
ド
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

５
月
27
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

全
席
指
定
８
５
０
０
円

出
演　

グ
レ
イ
ト
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ジ
ャ

ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ほ
か
（
チ
ケ
ッ
ト

残
り
わ
ず
か
）

（
問
）
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
８
・
２
・
２
０
４
４
）

■
中
国
新
聞 

連
載
エ
ッ
セ
イ
「
東
方

の
記
」

　

萩
市
出
身
の
洋
画
家
、
西
村
不
可
止

さ
ん
（
広
島
指
月
会
会
長
）
が
、小
説
家
、

川
西
蘭
の
東
北
の
風
土
を
綴
っ
た
エ
ッ

セ
イ
に
イ
ラ
ス
ト
を
連
載
。
４
月
23
日

か
ら
毎
週
月
曜
日
に
１
年
間
（
50
回
）

■
日
本
テ
レ
ビ
系
列
「
遠
く
へ
行
き
た

い
」

■
関
西
山
峡（
や
ま
な
み
）会

　

旧
旭
村
・
川
上
村
の
同
郷
会
。

６
月
24
日（
日
）
午
前
11
時
〜

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
９
︲
10　

太
閤
園

（
０
７
４
２
・
４
１
・
２
０
２
３
）
青
水

■
襲
名
記
念 

十
三
世 

坂
髙
麗
左
衛
門 

展５
月
23
日
（
水
）
〜
29
日
（
火
）

京
都
市
下
京
区
四
条
通
河
原
町
西
入
真

町
52

高
島
屋
京
都
店 

６
階
美
術
画
廊

（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
１
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
広
島
支
部

総
会

６
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

広
島
市
中
区
流
川
町
８
︲
26

ビ
ア
ロ
ー
ゼ
ン

（
０
８
２
・
５
４
５
・
３
６
３
０
）
藤
本

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

６
月
30
日（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

広
島
市
南
区
的
場
１
︲
１
︲
25

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

（
０
８
２
・
２
８
７
・
１
５
０
６
）
西
村

■
濱
中
孝
子
個
展
「sm

all pranet

」

　

ジ
ュ
エ
リ
ー
と
オ
パ
ー
ル
を
使
っ
た

展
示
。

５
月
19
日
（
土
）
〜
30
日
（
水
）

島
根
県
益
田
市
西
平
原
町
８
６
２
︲
４

G
allery 

& C
afe 

草
花
舎

（
０
８
５
６
・
２
７
・
０
５
９
２
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

７
月
10
日
（
火
）
〜
16
日
（
月
・
祝
）

広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島
店

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
山
口
支
部

総
会

　

山
口
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

６
月
30
日（
土
）
午
後
６
時
15
分
〜

山
口
市
湯
田
温
泉
４
︲
５

ホ
テ
ル
か
め
福

（
０
８
３
・
９
３
２
・
３
５
９
９
）
中
嶋

■
西
村
不
可
止
近
作
展

　

広
島
市
在
住
の
油
絵
画
家
、
西
村
不ふ

可か

止し

（
萩
市
紫
福
出
身
）
の
作
品
展
。

５
月
15
日
（
火
）
〜
６
月
３
日
（
日
）

山
口
市
熊
野
町
１
︲
10

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
山
口

（
０
８
３
・
９
２
１
・
１
１
２
５
）

■
兼
田
佳
炎 

作
陶
展

５
月
17
日
（
木
）
〜
22
日
（
火
）

周
南
市
銀
座
２
丁
目
14

近
鉄
松
下
百
貨
店

（
０
８
３
４
・
２
１
・
５
０
０
０
）

■
大
屋
窯
・
濱
中
孝
子
展（
ジ
ュ
エ
リ
ー

展
）

７
月
15
日
（
日
）
〜
22
日
（
日
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１

C
afe 

& G
allery 

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
本
部
総
会

７
月
14
日（
土
）
午
後
６
時
〜

山
口
県
関
係

（
０
５
６
６
・９
９
・４
０
６
９
）
吉
岡

■
「
わ
ん
の
形
」

　

金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
27
日
（
日
）
ま
で

岐
阜
県
多
治
見
市
本
町
５
︲
９
︲
１
た

じ
み
創
造
館
３
Ｆ

多
治
見
市
文
化
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヴ
ォ

イ
ス
（
０
５
７
２
・
２
３
・
９
９
０
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
関
西
支
部

総
会

　

関
西
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

６
月
９
日（
土
）
正
午
〜
午
後
３
時

大
阪
市
北
区
芝
田
２
︲
４
︲
53

大
阪
弥
生
会
館

（
０
６
・
６
３
８
９
・
１
５
４
７
）
烏
田

萩
市
関
係

　

観
光
地
萩
か
ら
更
に
一
歩
踏
み
込
み
、

今
の
萩
に
暮
ら
す
人
た
ち
を
通
し
て
新

た
な
萩
の
魅
力
を
紹
介
。

放
送
日　

５
月
６
日
（
日
）
午
前
７
時

30
分
〜
８
時

※
系
列
局
に
よ
り
放
送
時
間
が
異
な
り

ま
す
。

■
Ｋ
Ｋ
Ｔ
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
「
花
も
花

な
れ 

人
も
人
な
れ
〜
細
川
ガ
ラ
シ
ャ

の
真
実
〜
」

　

萩
市
出
身
の
日
本
画
家
、
内
田
青
虹

さ
ん
（
東
京
都
在
住
）
の
作
品
「
細
川

ガ
ラ
シ
ャ
」、「
戦
国
に
散
る
華
」
２
点

が
番
組
内
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
予
定
日　

◦
熊
本
県
民
テ
レ
ビ　

５
月
26
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分

◦
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ　

６
月
２
日
（
土
）
午

後
４
時
〜
５
時

　
①
窯
元
・
泉
流
山
の
「
萩
焼
湯
呑
」
を

２
名
様
。

②
海
産
物
直
売
た
つ
ち
の「
萩
わ
か
め
」

「
青
の
り
」
を
２
名
様
。

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
５
月
末
日
（
消
印
有
効
）。

プ
レ
ゼ
ン
ト

上
野
宏
美
さ
ん（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）

篠
崎
信
也
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

前
田
千
晴
さ
ん　
　
（
群
馬
県
桐
生
市
）

津
田
正
和
さ
ん　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

河
野
正
章
さ
ん　
　
（
徳
島
県
三
好
郡
）

青
木
賢
次
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

中
島
智
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

岡
雅
司
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

藤
山
龍
馬
さ
ん　
（
大
阪
府
藤
井
寺
市
）

村
田
実
枝
子
さ
ん　
（
大
阪
府
三
木
市
）

島
本
和
明
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
堺
市
）

中
原
宏
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
三
木
市
）

野
坂
茂
美
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

石
田
光
代
さ
ん　
　
　
　
　
（
美
祢
市
）

（
２
月
25
日
〜
４
月
24
日　

14
人
）

中
国
地
区

テ
レ
ビ
情
報

阿
武
町
関
係

関
西
地
区

新
聞
情
報

湯呑
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一坂太郎（萩博物館特別学芸員）
600 円

　高杉晋作・久
く さ か

坂玄
げ ん ず い

瑞とともに松
陰門下の三秀と称された吉田稔麿

（栄太郎）は、幕府方に潜入するな
ど特異な活動の末、池田屋事変で
24 歳の生涯をとじた。明治まで
生きていれば総理大臣になっただ
ろうと言われた俊才の知られざる
軌跡。

ー池田屋事変で散った
松陰門下の逸材ー

樋口尚
な お き

樹（萩博物館副館長）
600 円

　明治期、関西財界のリーダーと
して君臨した藤田伝三郎を源流と
する、久原房之助・田村市郎・鮎
川義介ら萩ゆかりの企業家たち。
明治維新以降、近代化の潮流の中
で、現在の日本を代表する企業の
基礎を築いた。彼らの夢と情熱を
かけた挑戦の軌跡を追う。

ー企業家たちの情熱と挑戦ー

一般社団法人 萩ものがたり事務局
☎ 0838・25・3233

申し
込み

6月24日（日）まで
6月17日（日）まで

　1920 年代、フランスを中心に
開花した美術様式アール・デコを、
ラリック、ドーム、国立セーヴル
製陶所など、アーティストが手が
けたデザイン性豊かな照明器具
を中心に、サロンやテーブル・セッ
ティングの再現コーナーも交えて、
約110 作品を４部構成の展示。
■観覧料　一般 1,000 円、70
　歳以上、学生 800 円
■休館日　月曜日

☎０８３８・２４・２４００ ☎０８３８・２５・６４４７
山口県立萩美術館・浦上記念館だより 萩博物館だより

　これまで歴史史料として扱
われることが多かった遺墨を、
書作品として鑑賞したら、新
しい側面が見えてきた。
■観覧料　大人 500 円、高
　校・大学生 300 円、小・
　中学生 100 円
■年中無休

ルネ・ラリック
常夜灯《インコ》

1920年 北澤美術館蔵

●龍泉窯青磁展 ー日本人の愛した中国陶磁ー
　6月23日㊏〜8月26日㊐

●清
き よ ち か

親と安
や す じ

治展 ー光線画の時代ー
9月8日㊏〜10月8日㊊・㊗

●古萩  ー江戸の美意識ー　　　10月20日㊏〜12月9日㊐

高杉晋作詩書
行書、草書体が全体として
見事な統一感

ー筆先ににじみでる人となりー

●最恐！危険生物アドベンチャー
　ー海と山のアブナイ生きものたちー  7月7日㊏〜9月9日㊐
●楫

か と り

取素
も と ひ こ

彦と幕末・明治の群像
9月22日㊏・㊗〜10月21日㊐

●藤田美術館の名宝　ー大茶人  藤田伝三郎の夢ー
11月3日㊏・㊗〜12月9日㊐

●コマーシャル１００年in萩 ー城下町近代化のあゆみー
12月22日㊏〜平成25年4月7日㊐

年
間
企
画
展

年
間
企
画
展

5月1日（火）〜5日（土・祝）9:00〜17:30
◇萩焼まつり
5月3日（木・祝）〜4日（金・祝）10:00〜15:00
◇萩・大茶会
5月19日（土）〜20日（日）10:00〜16:00
◇萩・夏みかんまつり

5月20日（日）9:00〜16:00
◇浜崎伝建おたから博物館
6月3日（日）10:00〜13:00
◇萩の和船大競漕〜おしくらごう〜

6月9日（土）17:30〜
◇ホタルまつり in やまだ
7月1日（日）9:30〜
◇萩の瀬つきあじ祭り

浜崎地区

萩市民体育館

萩城跡（指月公園）

旧田中別邸（かんきつ公園）

橋本川下流

山口県漁協萩地方卸売市場
道の駅「萩しーまーと」

山田天神橋周辺

ントカレンダ−べイ

萩・大茶会

萩の和船大競漕
〜おしくらごう〜

ク
リ
ッ
ク


